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COVID-19を含む、地域感染対策における
KRICTの役割と今後 

NPO-KRICT理事長 
産業医科大学名誉教授 
北九州市保健福祉局医務監 

    松本哲朗 

第21回MSセミナー 
令和2年10月5日 
WEB講演会 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19） 
しばしば起こる新興感染症：感染症との戦いは、永久に続く 

SARS-CoV-2 
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北九州での新規感染者 

第1波 第2波 

北九州だけなぜ？ 
23日間感染なし→安心感 
緊急事態宣言解除とゴールデンウイーク 

病院でのクラスター 病院・介護施設・学校でクラスター 

第3波 

経済活動の活性化 
 Go-Toキャンペーン 

介護施設・昼カラオケでクラスター 
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中でも重要なことは、手洗いとマスク 

手洗い 
・流水による手洗い 
・石鹸と流水による手洗い 
・アルコール製剤による手指消毒 

マスク 
・人としゃべる時はマスク 
・マウスシールドやフェイスシールドは 
  効果がない 
・マスクの表面は触らない 
・一人の時や人との距離がある時は不要 
・咳エチケット 
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本市におけるCOVID-19感染症に対する医療体制 

１．帰国者・接触者相談センター：保健所内に設置 
２．帰国者・接触者外来：市内の感染症指定病院および協力病院（18病院） 
   の内5施設に設置 
   （帰国者・接触者相談センターにて振り分け、検査などを行う） 
３．入院可能施設：市内の感染症指定病院および協力病院 
   状況に応じて、保健所等と相談の上、重症度や基礎疾患等により 
   振り分ける 

さらに広い範囲（診療所も含む）で診療する体制へ 

北九州市での主なクラスター 

                                                感染者数 
新小文字病院         20人 
北九州総合病院        27人 
門司メディカルセンター    11人 
産業医科大病院        10人 
新王子病院            6人 
特別養護老人ホームわかば   12人 
守恒小              6人 
介護老人ホームさわやか蛍風館 34人 
昼カラオケ店           9人 

（新聞報道より）「 
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多数のクラスター発生 
クラスターの発生防止が最重要課題 

クラスター発生防止策 
１．クラスター発生の早期把握：施設の仕事 
２．積極的な疫学調査：保健所の仕事 
３．感染拡大防止策の実施：KRICTの仕事 
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COVID-19流行に伴うKRICT活動 

１．市内における医療体制の構築：協力病院での役割分担と協力体制 
２．感染患者発生施設（病院・介護施設）への緊急支援：市保健所等との共同作業 
３．感染者療養施設（ホテル）への技術協力 
４．PCRセンターの立ち上げと運用への協力 
５．病院及び介護・障害者施設へのクラスター対策の支援（講習・ラウンド） 
６．飲食店等への感染対策指導 

クラスター発生時の緊急対応（保健所と共同） 
 すべての医療関連施設へ緊急出動；3月より、延べ13件 
 
介護・障害者施設向けの講習会 
 7月～9月 延べ11回 
 
介護障害者施設のラウンド 
 9月 13件  
 10月10件、11月21件予定 

KRICTによる緊急対応・講習会・ラウンド 
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北九州市におけるCOVID-19対策；特にインフルエンザ流行期に備えて 

北九州市におけるCOVID-19対策；特にインフルエンザ流行期に備えて 
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今シーズンは、インフルエンザが非常に少ない 

北九州市保健福祉局 

しかし、インフルエンザワクチンは必ず接種しましょう 

COVID-19とインフルエンザの同時流行の懸念 

新型コロナ流行時；医療従事者の留意事項 

１．自分がウイルスに感染しない 
  ①人込みには、極力出かけない 
  ②人と話すときは、マスクを着用 
  ③手指衛生に努める 
  ④大勢で会食しない、二次会は避ける 
 
２．医療現場にウイルスを持ち込まない 
  ①体調が悪いときは、休む 
  ②症状があれば、検査 
  ③感染者との接触が疑われるときも休む 
 
３．健康管理に努める 
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感染症は、正しく恐れ、正しく対応！ 

対策は、その意味を考える 


